
芝浦工業大学らしさを感じる豊かな緑とモダンな沿道で人 を々招く

1.沿道ゾーン 2．新正門

6.守衛棟+ギャラリー 7.ウェルカムストリート

11.キャンパスゲート8.ガーデン

14.球技広場13.舞台広場

15.キャンパスストリートゾーン

元芝浦校舎「ランタン」とレンガ模様を組み入れた新正門が迎え入れる

曲線を使ったデザインによる守衛棟＋ギャラリーで学生と地域住民の交わりの起点に 点在したSPACEによる様々な創発活動を促す仕掛け

解放されたガーデンが学生と地域住民のオアシスに ウェルカムストリートと研究棟らの境界を緩やかにつなぐキャンパスゲート

貯水調整池を活用し、青空教室と学生発表の場に再利用 学生と地域住民が体を動かし、触れ合うオープンガーデンに

SPACEによる学生の協働・憩いの場に SPINEに飛び出るSPACEが学生を様々な可能態に押し上げる
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1. 沿道ゾーン
2. 新正門
3. 地域駐輪場
4. 新バスロータリー
5. バス停キャノピー
6. 守衛棟+ギャラリー
7. ウェルカムストリート

8. ガーデン
9. 第2学生クラブハウス
10. シンボル樹
11. キャンパスゲート
12. SIT階段シンボルアート
13. 舞台広場
14. 球技広場

15. キャンパスストリートゾーン
16. 齋藤記念館
17. O-BASE
18. 2号館
19. 学生会館
20. 3号館
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Phase.0 変化

Phase.1 関心Phase.2 課題発見

学生

地域住民

日常の
可視化

大学利用の
日常化

小さい子供の誘致

幼稚園の散歩ルート提案

屋外の作業の仕方を増やす

地域課題の発見

共創・課題解決の
プラットフォーム

日常の交差から生まれる
互いへの関心地域がこうなるといいな

大学にこうなってほしい

大学の知と地域の声を繋
ぎ共に解決を目指す

日常の交差
双方向的
な関心

大学の知 × 地域の声

市民の声

大学の知

パネル展示ブース

体験展示ブース

充電ポートの設置

バスケットゴール貸出
キッチンカーの配置

おしゃべりスペース

作業場の屋外への拡張

成果物の展示

子供の親を引き込む

Phase.3 課題解決

SHIBAURA INSTITUTE OF TECHNOLOGY
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へドニア的ウェルビーイング

地域 大学

ユーダイモニア的ウェルビーイング
－心地よさ・快楽 －自己成長・繋がり・社会貢献

繋がり

共に学び、創り、育て合う
循環する場

成長 貢献

創立 100 周年記念事業（O-Camp）の一環として進む大宮キャ
ンパスの再整備。さらなる活気ある大学づくりと地域社会へ
の貢献を両立するには、学生と地域住民の連携が不可欠であ
る。これまで単なる通学の通過点に過ぎなかったエントラン
スゾーンを、双方向の日常的な関わりを通じて、互いが共に
成長を遂げられる「開かれた場」へと再編する。

背景 | 大学のこれまでとこれから

本計画では、美しい緑や快適なベンチといった一時的な心地よさや快楽（ヘドニア的幸福）
の提供だけに留まらない。人々が主体的・能動的に活動し、個人の潜在能力を発揮しなが
ら自己成長や生き甲斐を感じる持続的な幸福、「ユーダイモニア的ウェルビーイング」を地
域と大学が共に追求できる空間のあり方に着目する。

着目 | 2 つのウェルビーイング

学生が自らのアイデアや研究成果を社会に試す「アントレプレナーシップ（挑戦）」
の場と、地域住民が大学の資源をサードプレイスとして主体的・日常的に使いこなす

「まちづかい」の場を融合させる。この空間で生まれる偶発的な関わりや対話が、双
方の自己実現を支え、地域社会全体のウェルビーイングをボトムアップで向上させる。

提案 | 自己成長の契機を生む

屋外作業場や成果物展示による
「学生の日常の可視化」をはじめ、
近隣保育園の散歩ルートの包摂、
放課後の遊び場（バスケゴール）、
キッチンカーの配置など、大学
の「ケ（日常）」を地域に開く小
さな仕掛けを点在させる。これ
らが人々を惹きつけるフックと
なり、「日常の交差」から「互い
への関心」「地域課題の発見」を
経て、最終的には大学の知と市
民の声が結びつく「共創・課題
解決」のプラットフォームへと
段階的に進化させる。

プログラム | 小さな取り組みから大きな成果へ

地域から大学へ人々を効率的に引き込み放つ線的な動線軸『SPINE』に対し、本提案では
多様な振る舞いや社会の変化を緩やかに受け止める面的な余白『SPACE』を対置する。ダ
イバーシティの考えに基づき、ルールを緩やかにして小さな活動を許容する「寛容性のポ
ケット」を敷地全体に点在させることで、地域と共に成長する新たなグリーンキャンパス
の顔を創出する。

SPACE は 5 種類の可変
的なユニットで構成され
ており、大学の変化に合
わせて申請により配置を
変更することが可能に
なっている。小さな活動
がやがて大きな活動とな
るまで SPACE は寛容な
場として地域と大学を繋
ぎ続ける。

デザインコンセプト |『SPACE（寛容性）』

学生が社会に挑戦する場
学生

アントレプ
レナーップ

まちづかい

研究成果を
社会に試す 双方の自己成長を支える

ウェルビーイングの向上

交流 地域住民

偶発的な関わりと対話 地域住民が主体的に使いこなす場

SPINE SPACE

SPACE

軸性

流動：人の動きが助長される

多様な居場所が
生まれる

異なる振る舞いを
受け入れる寛容な余白

地域と大学を繋ぎ　
引き込み、放つ

滞留：日常に変化を出す

5 種類の可変ユニット

タイル 花壇芝 ファニチャー木
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バス停キャノピー
ギャラリー（常設展示）ギャラリー（企画展示）

0 5 10m2.5守衛棟 AAʼ断面図 S=1/200 0 5 10m2.5守衛棟 BBʼ断面図 S=1/200

0 5 10m2.5守衛棟 西立面図 S=1/200
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0 5 10m2.5守衛棟 1F 平面図 S=1/200

0 2.5 5m 0 2.5 5m新正門 立面図 S=1/100 キャンパスゲート 立面図 S=1/100

0 5 10m2.5

0 15105 30m

守衛棟 2F 平面図 S=1/200

全体配置図 S=1/500

仮眠室
31.70㎡

運転士待機スペース
38.90㎡

ギャラリー（企画展示）
56.01㎡

ギャラリー（常設展示）
56.84㎡
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SPACE これからの大学の在り方

動画はこちら！


